建築・環境情報処理演習（久田担当：６回目）
工学院大学・新宿校舎の微動・人力加振実験データの解析
１．データ・資料の入手

2007年度の実験計画・実験データを次のページから入手
http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/Open/2007微動・人力加振結果/
２．微動波形とフーリエ振幅スペクトル、モード形の確認
　　・課題１： 2007年度データのNS成分のデータの波形（オリジナルは速度；acc, vel, disの順に１・１５・２８階のデータがある）をプロットし、フーリエ振幅スペクトルを求め、卓越振動数（または卓越周期）を確認せよ。EW成分も行なうこと。
　　・課題２： 2007年度データのNS成分のデータの変位波形（１・１５・２８階のデータ）を１次の固有周期の周辺でバンドパスフィルターをかけて切り取り、フーリエ逆変換した波形を描くことで、１次モード形を確認せよ。同様に２次の固有周期の周辺でバンドパスフィルターをかけて切り取り、１次モード形を確認せよ。EW成分も行なうこと。

２．人力加振による波形とフーリエ振幅スペクトル、減衰定数の計算
　　・課題２：NS方向の１次モード（約2.7秒）で人力加振を行なった波形データ（オリジナルは速度；acc, vel, disの順に１・１５・２８階のデータがある）をプロットし、フーリエ振幅スペクトルを求め、卓越振動数（または卓越周期）を確認せよ。NS方向の２次モード（約0.84秒）での人力加振波形データでも行なうこと。
　　・課題３：NS方向の１次の卓越周期の近傍でバンドパスフィルターをかけてフーリエ逆変換し、 １次モードのみの波形を描け。さらに減衰する部分の振幅から振幅比の平均値を求め、１次モードの減衰定数を求めよ（h≒In d/2π≒(1-d)/2π、d:振幅比）。NS方向の２次モードでも行なうこと。
